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豊田市指定管理者 管理運営評価    

１ 評価目的 
 管理運営評価  毎年度 指定管理者 施設 管理運営    協定 従 適正 管
理運営 行      残  指定期間    安定的 継続的 管理運営 行  状
況             改善 向  指導 助言 行    目的 実施      

 今回  令和２年度指定期間満了施設 対  指定期間中 総括評価 行     
次期指定 向  基礎資料      目的       

２ 概要 

実施者 豊田市の施設所管課（予算課） 

実施方法 
施設所管課  指定管理者  提出   各種書類     現地調査
及びヒアリングを実施して評価する。 

対象施設 令和２年度末 指定期間満了 迎  指定管理者制度適用施設

対象期間 指定期間開始 令和３年３月

３ 総括評価シート 
（1）管理運営経費 状況
 当該施設 係 管理運営経費       全体経費 収支差額 表示  行政 投入    
実質的 施設管理    示      

（２）管理運営評価（項目別評価） 
 管理運営評価     項目別評価   各書類 記録 現地調査      結果等  確認 
 事実 基  標準（良好）  Ａ     Ｓ Ａ Ｂ Ｃ ４段階  評価      
・評価基準については、以下のとおりです。 

Ｓ（優良） 的確に実施されているとともに、様々な工夫がなされている。 
Ａ（良好） 的確に実施されている。 
Ｂ（要改善） 改善   点     改善案 実施   向上 見込    
Ｃ（不良） 指定管理者   適格性 欠    点    
－（非該当） 該当しない、又は評価することができない。 

（３）年度   管理運営評価
 管理運営評価（項目別評価） 結果 基  当該年度 総合評価    ◎ ○ △ × ４段
階  評価 行      
◎（適格） 指定管理者   適格    期待 大幅 上回 成果     
○（適格） 指定管理者   適格    期待  水準以上     
△（要改善） 指定管理者   一部適格性 欠  改善   点     
×（不適格） 指定管理者   適格性 欠  期待  水準 大幅 下回   

（４）参考（年度評価 結果 算出方法）
 年度評価（◎ ○ △ × ４段階評価） 算出方法  以下       
・項目別評価において、Ｓを３点、Ａを２点、Ｂを１点、Ｃを０点に換算し合計した後、評価した全
項目数で割り返して算出 
（評価点数の平均）＝（換算した合計点数）÷（評価の全項目数） 

年度評価 結果 評価点数 

適格 

 ◎ 
指定管理者   適格    
期待を大幅に上回る成果があった。 

・全ての項目がＳ又Ａはで、各項目の評価点数の
平均が２．２以上の場合 

 ○ 
指定管理者   適格    
期待する水準以上であった。 

・各項目の評価点数の平均が２．２以上であるが
Ｂがある場合 

・各項目の評価点数の平均が２．０以上２．２
未満の場合（ただし、Ｂは全体の３割以内） 

要改善 
 △ 
指定管理者   一部適格性 欠
け、改善すべき点があった。 

・各項目の評価点数の平均が２．０以上だが、Ｂ
が全体の３割を超える場合 

・各項目の評価点数が１．３以上２．０未満の
場合 

不適格
 × 
指定管理者   適格性 欠  
期待する水準を大幅に下回った 

・Ｃがひとつでもある場合 
・各項目の評価点数の平均が１．３未満の場合 
・Ｂが全体の７割以上の場合 

（５）指定管理者 総括評価
  ・指定期間全体 通   評価（総括評価）     指定管理者    適格 又  不適格  

評価しています。 

（６）各施設における評価結果 
・各施設の評価結果は、次ページからを参照してください。
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年度   管理運営評価

指定管理者 総括評価

豊田市指定管理者制度    

総括評価シート 

指定管理者名称 公益社団法人豊田市シルバー人材センター 
施 設 名 称 小原トレーニングセンター・緑の公園 
施 設 所 在 地 豊田市市場町陣出８７９番地 
指 定 期 間 平成２８年４月１日 令和２年３月３１日

施 設 設 置 目 的 
    活動 通  市民等 体力増進   健康維持管理及 地域住民間 連
帯感の醸成を図ることを目的とする。

市予算課 地域振興部 小原支所 

評価対象期間  平成２８年４月 令和２年３月

施設利用者数 状況

区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 
利用者総数 ４２，５３７ ４８，３３４ ４１，９２３ ３８，６６２

管理運営経費 状況（当該施設 管理運営 係 豊田市 収支状況）
（単位 千円 端数四捨五入）

区 分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

市収入 
使用料 ２，２０６ ２，２７５ ２，０６５ ２，１８６ 

諸収入等 ９３ ８９ ８９ ８６ 
小計 ２，２９９ ２，３６４ ２，１５４ ２，２７２ 

市支出 
委託料 ２０，０１２ ２０，７４４ ２１，１０２ ２１，２７６ 

その他 ５６３ ３４６ ７０ ３２８ 
小計 ２０，５７５ ２１，０９０ ２１，１７２ ２１，６０４ 

（経常）収支差額 ▲１８，２７６ ▲１８，７２６ ▲１９，０１８ ▲２１，６０４ 

 対前年比  ▲４５０ ▲２９２ ▲３１４ 

※ 市支出   臨時的 支出 除  経常的経費分   計上（修繕料 備品購入費等 含   ） 

区分 評価項目 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 

①
指
定
管
理
者
と
し
て
適

切
で
あ
る
こ
と

施設 設置目的及 指定管理者制度 趣旨    十分 理解  管理基準 従  
管理運営 適切 行       

Ａ Ａ Ａ Ａ

関連法規 理解  法令遵守 確保       Ａ Ａ Ａ Ａ
安定的な人的基盤を有しているか。（人員配置の工夫、配置人員の資格、スタッフの資
質向上に関する取組） 

Ａ Ａ Ａ Ａ

     労働条件 適切  （雇用契約 労働時間 給与 各種保険手続 安全衛生
等） 

Ａ Ａ Ａ Ａ

②
適
正
な
管
理
運
営
に
関
す
る
取
組

施設の設置目的を果たせるような取組、施設の社会的価値（効果）を高めるような取組
 行       

Ａ Ａ Ａ Ａ

施設（建物 設備 備品） 維持管理 適切 行  安全性及 良好 機能 保持 
なされていたか。 

（R1 年度  追加） Ａ

点検等   異常 認    場合 主体的 適切 処置（修繕 交換 調整等） 
講じられたか。 

（R1 年度  追加） Ａ

市  連絡調整 適時 適切 行        Ａ Ａ Ａ Ａ
日常 事故防止等 安全対策 適切 実施        Ａ Ａ Ａ Ａ
防犯 防災対策等 危機管理体制 適切   Ａ Ａ Ａ Ａ
利用者 意見      改善 反映   等 利用者 満足度 高  取組 実施 
ているか。 

Ａ Ａ Ａ Ａ

利用者   苦情 適切 記録        苦情対応 状況 適切   Ａ Ａ Ａ Ａ
利用者  情報提供 案内（館内掲示 資料配布  ） 適切 行        Ａ Ａ Ａ Ａ
環境 配慮  管理運営 行        Ａ Ａ Ａ Ａ

③
そ
の
他
（
施
設
の
実
情
に
応
じ

た
取
組
等
）

施設の設置目的達成に関する自主事業の提案や具体的取組があったか。 Ａ Ａ Ａ Ａ
利用者 増加 関  提案 具体的 成果 挙       Ａ Ａ Ａ Ａ
施設の課題に対して改善する取組や提案があったか。 Ａ Ａ Ａ Ａ
地域貢献、地域との連携についての具体的な取組があったか。 Ａ Ａ Ａ Ａ
多様な団体と連携した具体的な取組があったか。 Ａ Ａ Ａ Ａ

障がい者施設への発注などの社会貢献について具体的な取組があったか。 Ａ Ａ Ａ Ａ

当該施設 管理運営 係 行政   （指定管理料    市業務 合理化 含 ）
の削減が図られたか。 

Ａ Ａ Ａ Ａ

指定期間全体を通して
の評価（総括評価） 

・過去に実績があり、修繕・委託等も業者と適正かつ迅速に対応しているため安心して任せられる。 
 会員 地元 方   地域 施設   適切  愛着    管理     
 四季桜        希少 山野草 適正 管理      
 整備 進    散策道  非常     整備   維持管理 適正 行      

指定管理者 総括評価 適格 

年度評価 経過
平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

○ ○ ○ ○ 
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年度   管理運営評価

指定管理者 総括評価

豊田市指定管理者制度    

総括評価シート 

指定管理者名称 公益財団法人 豊田市文化振興財団 
施 設 名 称 豊田産業文化センター 豊田市青少年    
施 設 所 在 地 豊田市小坂本町１丁目２５ 
指 定 期 間 平成３１年４月１日 令和３年３月３１日

施 設 設 置 目 的 

【商業観光課】・【市民活躍支援課】 
地域産業 発展及 地域文化 創造 寄与       市民及    市民
 連帯 交流 促進  生活文化 向上 図   
【次世代育成課】 
青少年 健全 育成 資     青少年 社会参画及 自立支援 青少年育
成団体 活動支援 関  事業等 行 施設   設置   

市予算課 産業部商業観光課 生涯活躍部市民活躍支援課 子  部次世代育成課

評価対象期間 平成３１年４月１日 令和２年３月３１日

施設利用者数 状況
区分 令和元年度 

利用者総数 ５１０，３３１ 
 R01（商観+市民活躍支援＝405,507 次世代＝104,824 ） 

管理運営経費 状況（当該施設 管理運営 係 豊田市 収支状況）
（単位 千円 端数四捨五入）

区 分 令和元年度 

市収入 
使用料 ４２，４５９ 

諸収入等 ３，５０２ 
小計 ４５，９６１ 

市支出 
委託料 １４９，２１６ 

その他 ６４，６３６ 
小計 ２１３，８５２ 

（経常）収支差額 ▲１６７，８９１

 対前年比 
※ 市支出   臨時的 支出 除  経常的経費分   計上（修繕料 備品購入費等 含   ） 

区分 評価項目 R1 

①
指
定
管
理
者
と
し
て
適

切
で
あ
る
こ
と

施設 設置目的及 指定管理者制度 趣旨    十分 理解  管理基準 従  
管理運営 適切 行       

A 

関連法規 理解  法令遵守 確保        B 
安定的な人的基盤を有しているか。（人員配置の工夫、配置人員の資格、スタッフの資
質向上に関する取組） 

A 

     労働条件 適切  （雇用契約 労働時間 給与 各種保険手続 安全衛生
等） 

A 

②
適
正
な
管
理
運
営
に
関
す
る
取
組

施設の設置目的を果たせるような取組、施設の社会的価値（効果）を高めるような取組
 行       

A 

施設（建物 設備 備品） 維持管理 適切 行  安全性及 良好 機能 保持 
なされていたか。 

A 

点検等   異常 認    場合 主体的 適切 処置（修繕 交換 調整等） 
講じられたか。 

A 

市  連絡調整 適時 適切 行        S 
日常 事故防止等 安全対策 適切 実施        S 
防犯 防災対策等 危機管理体制 適切   A 
利用者 意見      改善 反映   等 利用者 満足度 高  取組 実施 
ているか。 

A 

利用者   苦情 適切 記録        苦情対応 状況 適切   A 
利用者  情報提供 案内（館内掲示 資料配布  ） 適切 行        A 
環境 配慮  管理運営 行        A 

③
そ
の
他
（
施
設
の
実
情
に
応
じ

た
取
組
等
）

施設の設置目的達成に関する自主事業の提案や具体的取組があったか。 A 
利用者 増加 関  提案 具体的 成果 挙       A 
施設の課題に対して改善する取組や提案があったか。 A 
地域貢献、地域との連携についての具体的な取組があったか。 A 
多様な団体と連携した具体的な取組があったか。 A 

障がい者施設への発注などの社会貢献について具体的な取組があったか。 A 

当該施設 管理運営 係 行政   （指定管理料    市業務 合理化 含 ）
の削減が図られたか。 

A 

指定期間全体を通して
の評価（総括評価） 

施設 設置目的 良 理解  日常 施設管理  事業運営 至    様々 工夫 見    
   市  連絡調整 密 行  常 情報共有 図      

指定管理者 総括評価 適格 

年度評価 経過
令和元年度 

〇 
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年度   管理運営評価

指定管理者 総括評価

豊田市指定管理者制度    

総括評価シート 

指定管理者名称 公益財団法人 豊田市文化振興財団 
施 設 名 称 豊田市総合野外センター 
施 設 所 在 地 豊田市坂上町朝日山１３－１ 
指 定 期 間 平成３１年４月１日 令和３年３月３１日

施 設 設 置 目 的 福祉 増進及 青少年 健全育成 目的    

市予算課 子ども部次世代育成課 

評価対象期間 平成３１年４月 令和２年３月

施設利用者数 状況

区分 令和元年度 
利用者総数 ６４，６２２ 

管理運営経費 状況（当該施設 管理運営 係 豊田市 収支状況）
（単位 千円 端数四捨五入）

区 分 令和元年度 

市収入 
使用料 ７６８
諸収入等 １８３ 

小計 ９５１ 

市支出 
委託料 ６６，４５１

その他 １００，７４２ 
小計 １６７，１９３ 

（経常）収支差額 ▲１６６，２４２ 

 対前年比 

※ 市支出   臨時的 支出 除  経常的経費分   計上（修繕料 備品購入費等 含   ） 

区分 評価項目 R1 

①
指
定
管
理
者
と
し
て

適
切
で
あ
る
こ
と

施設 設置目的及 指定管理者制度 趣旨    十分 理解  管理基準 従  管理
運営 適切 行       

A 

関連法規 理解  法令遵守 確保        A 
安定的な人的基盤を有しているか。（人員配置の工夫、配置人員の資格、スタッフの資質向
上に関する取組） 

A 

     労働条件 適切  （雇用契約 労働時間 給与 各種保険手続 安全衛生等） A 

②
適
正
な
管
理
運
営
に
関
す
る
取
組

施設 設置目的 果      取組 施設 社会的価値（効果） 高     取組 行
われているか。 

A 

施設（建物 設備 備品） 維持管理 適切 行  安全性及 良好 機能 保持   
れていたか。 

A 

点検等   異常 認    場合 主体的 適切 処置（修繕 交換 調整等） 講  
れたか。 

A 

市  連絡調整 適時 適切 行        A 
日常 事故防止等 安全対策 適切 実施        A 
防犯 防災対策等 危機管理体制 適切   A 
利用者 意見      改善 反映   等 利用者 満足度 高  取組 実施    
か。 

A 

利用者   苦情 適切 記録        苦情対応 状況 適切   A 
利用者  情報提供 案内（館内掲示 資料配布  ） 適切 行        A 
環境 配慮  管理運営 行        A 

③
そ
の
他
（
施
設
の
実
情
に
応
じ

た
取
組
等
）

施設の設置目的達成に関する自主事業の提案や具体的取組があったか。 A 
利用者 増加 関  提案 具体的 成果 挙       A 
施設の課題に対して改善する取組や提案があったか。 A 
地域貢献、地域との連携についての具体的な取組があったか。 A 
多様な団体と連携した具体的な取組があったか。 A 

障がい者施設への発注などの社会貢献について具体的な取組があったか。 A 

当該施設 管理運営 係 行政   （指定管理料    市業務 合理化 含 ） 削
減が図られたか。 

A 

指定期間全体を通して
の評価（総括評価） 

・事業計画に沿って、良好に管理運営が行われた。
・施設内を巡回し、危険や不具合があれば迅速に対応しており、緊急時には市への連絡体
制が確立されている。 

・市民ニーズの把握に向けた利用団体アンケート及び利用者懇談会等で利用者の声を聞き
入れ、立地環境を踏まえた体験プログラムの提供や安全な野外活動をするためのサポー
ト体制が整っている。

指定管理者 総括評価 適格 

年度評価 経過
令和元年度 

○ 

4



年度   管理運営評価

指定管理者 総括評価

豊田市指定管理者制度    

総括評価シート 

指定管理者名称 公益財団法人豊田市文化振興財団 
施 設 名 称 豊田市逢妻交流館  ２７館
施 設 所 在 地 豊田市田町ほか 
指 定 期 間 平成３１年４月１日 令和３年３月３１日

施 設 設 置 目 的 
＊市民 生涯    学 及 交流並  市民活動 推進 図     共働   
      推進  自立  地域社会 実現 資     

市予算課 生涯活躍部市民活躍支援課 

評価対象期間 平成３１年４月 令和２年３月

施設利用者数 状況

区分 令和元年度 
利用者総数 ２，４９５，０７０

管理運営経費 状況（当該施設 管理運営 係 豊田市 収支状況）
（単位 千円 端数四捨五入）

区 分 令和元年度 

市収入 
使用料 ４３，６９６
諸収入等 ３，４６９ 

小計 ４７，１６５ 

市支出 
委託料 ４５２，６２７

その他 ５４３，８８０ 
小計 ９９６，５０７ 

（経常）収支差額 ▲９４９，３４２ 

 対前年比 

※ 市支出   臨時的 支出 除  経常的経費分   計上（修繕料 備品購入費等 含   ） 

区分 評価項目 R1 

①
指
定
管
理
者
と
し
て
適

切
で
あ
る
こ
と

施設 設置目的及 指定管理者制度 趣旨    十分 理解  管理基準 従  
管理運営 適切 行       

A 

関連法規 理解  法令遵守 確保        A 
安定的な人的基盤を有しているか。（人員配置の工夫、配置人員の資格、スタッフの資
質向上に関する取組） 

A 

     労働条件 適切  （雇用契約 労働時間 給与 各種保険手続 安全衛生
等） 

A 

②
適
正
な
管
理
運
営
に
関
す
る
取
組

施設の設置目的を果たせるような取組、施設の社会的価値（効果）を高めるような取組
 行       

A 

施設（建物 設備 備品） 維持管理 適切 行  安全性及 良好 機能 保持 
なされていたか。 

B 

点検等   異常 認    場合 主体的 適切 処置（修繕 交換 調整等） 
講じられたか。 

A 

市  連絡調整 適時 適切 行        A 
日常 事故防止等 安全対策 適切 実施        A 
防犯 防災対策等 危機管理体制 適切   A 
利用者 意見      改善 反映   等 利用者 満足度 高  取組 実施 
ているか。 

A 

利用者   苦情 適切 記録        苦情対応 状況 適切   A 
利用者  情報提供 案内（館内掲示 資料配布  ） 適切 行        A 
環境 配慮  管理運営 行        A 

③
そ
の
他
（
施
設
の
実
情
に
応
じ

た
取
組
等
）

施設の設置目的達成に関する自主事業の提案や具体的取組があったか。 A 
利用者 増加 関  提案 具体的 成果 挙       A 
施設の課題に対して改善する取組や提案があったか。 A 
地域貢献、地域との連携についての具体的な取組があったか。 A 
多様な団体と連携した具体的な取組があったか。 S 

障がい者施設への発注などの社会貢献について具体的な取組があったか。 A 

当該施設 管理運営 係 行政   （指定管理料    市業務 合理化 含 ）
の削減が図られたか。 

A 

指定期間全体を通して
の評価（総括評価） 

平成30年度      改正 利用緩和 定着      新  利用者 地域 学校  
  等 地域活動 拠点施設          力 発揮  交流館 利用拡大     
    支援        実践事例集 作成 好事例紹介等 全館  情報共有  注
力    今後 各館 地域 特色 生   様々 取組 展開      期待   

指定管理者 総括評価 適格 

年度評価 経過
令和元年度 

〇 

5



年度   管理運営評価

指定管理者 総括評価

豊田市指定管理者制度    

総括評価シート 

指定管理者名称 公益財団法人 豊田市文化振興財団 
施 設 名 称 豊田市コンサートホール・能楽堂 
施 設 所 在 地 豊田市西町１－２００ 
指 定 期 間 平成３１年４月１日 令和３年３月３１日

施 設 設 置 目 的 
＊音楽 歌劇 能楽 邦楽  他伝統的芸術文化 保存及 市民文化 振興 寄
与するため 
（豊田市         能楽堂条例第２条）

市予算課 生涯活躍部文化振興課 

評価対象期間 平成３１年４月 令和２年３月

施設利用者数 状況

区分 令和元年度 
利用者総数 ８８，３５３ 

管理運営経費 状況（当該施設 管理運営 係 豊田市 収支状況）
（単位 千円 端数四捨五入）

区 分 令和元年度 

市収入 
使用料 ２８，２１０
諸収入等 ２ 

小計 ２８，２１２ 

市支出 
委託料 ７８，２７７

その他 ２２６，２９５ 
小計 ３０４，５７２ 

（経常）収支差額 ▲２７６，３６０ 

 対前年比 

※ 市支出   臨時的 支出 除  経常的経費分   計上（修繕料 備品購入費等 含   ） 

区分 評価項目 R1 

①
指
定
管
理
者
と
し
て
適

切
で
あ
る
こ
と

施設 設置目的及 指定管理者制度 趣旨    十分 理解  管理基準 従  
管理運営 適切 行       

Ａ 

関連法規 理解  法令遵守 確保        Ａ 
安定的な人的基盤を有しているか。（人員配置の工夫、配置人員の資格、スタッフの資
質向上に関する取組） 

Ａ 

     労働条件 適切  （雇用契約 労働時間 給与 各種保険手続 安全衛生
等） 

Ａ 

②
適
正
な
管
理
運
営
に
関
す
る
取
組

施設の設置目的を果たせるような取組、施設の社会的価値（効果）を高めるような取組
 行       

Ａ 

施設（建物 設備 備品） 維持管理 適切 行  安全性及 良好 機能 保持 
なされていたか。 

Ａ 

点検等   異常 認    場合 主体的 適切 処置（修繕 交換 調整等） 
講じられたか。 

Ａ 

市  連絡調整 適時 適切 行        Ａ 
日常 事故防止等 安全対策 適切 実施        Ａ 
防犯 防災対策等 危機管理体制 適切   Ａ 
利用者 意見      改善 反映   等 利用者 満足度 高  取組 実施 
ているか。 

Ａ 

利用者   苦情 適切 記録        苦情対応 状況 適切   Ａ 
利用者  情報提供 案内（館内掲示 資料配布  ） 適切 行        Ａ 
環境 配慮  管理運営 行        Ａ 

③
そ
の
他
（
施
設
の
実
情
に
応
じ

た
取
組
等
）

施設の設置目的達成に関する自主事業の提案や具体的取組があったか。 Ｓ 
利用者 増加 関  提案 具体的 成果 挙       Ａ 
施設の課題に対して改善する取組や提案があったか。 Ａ 
地域貢献、地域との連携についての具体的な取組があったか。 Ａ 
多様な団体と連携した具体的な取組があったか。 Ａ 

障がい者施設への発注などの社会貢献について具体的な取組があったか。 Ａ 

当該施設 管理運営 係 行政   （指定管理料    市業務 合理化 含 ）
の削減が図られたか。 

Ａ 

指定期間全体を通して
の評価（総括評価） 

施設 設置目的 意識  新  企画 施設 改善 提案 行      非常時 置   経
験 活   安定  管理 連絡体制     

指定管理者 総括評価 適格 

年度評価 経過
令和元年度 

○ 

6



年度   管理運営評価

指定管理者 総括評価

豊田市指定管理者制度    

総括評価シート 

指定管理者名称 公益財団法人 豊田市文化振興財団 
施 設 名 称 豊田市民文化会館及 豊田市民     
施 設 所 在 地 豊田市小坂町１２－１００ 豊田市西町５－５
指 定 期 間 平成３１年４月１日 令和３年３月３１日

施 設 設 置 目 的 
市民   自主的 文化活動 支援 行      優  舞台芸術鑑賞 機会 
提供  市民文化 向上 福祉 増進 図  

市予算課 生涯活躍部文化振興課 

評価対象期間 平成３１年４月 令和２年３月

施設利用者数 状況

区分 令和元年度 
利用者総数 334,071 

管理運営経費 状況（当該施設 管理運営 係 豊田市 収支状況）
（単位 千円 端数四捨五入）

区 分 令和元年度 

市収入 
使用料 42,290
諸収入等 4,017 

小計 47,198 

市支出 
委託料 149,400

その他 101,077 
小計 250,477 

（経常）収支差額 ▲204,170 

 対前年比 

※ 市支出   臨時的 支出 除  経常的経費分   計上（修繕料 備品購入費等 含   ） 

区分 評価項目 R1 

①
指
定
管
理
者
と
し
て
適

切
で
あ
る
こ
と

施設 設置目的及 指定管理者制度 趣旨    十分 理解  管理基準 従  
管理運営 適切 行       

A 

関連法規 理解  法令遵守 確保        A 
安定的な人的基盤を有しているか。（人員配置の工夫、配置人員の資格、スタッフの資
質向上に関する取組） 

A 

     労働条件 適切  （雇用契約 労働時間 給与 各種保険手続 安全衛生
等） 

A 

②
適
正
な
管
理
運
営
に
関
す
る
取
組

施設の設置目的を果たせるような取組、施設の社会的価値（効果）を高めるような取組
 行       

A 

施設（建物 設備 備品） 維持管理 適切 行  安全性及 良好 機能 保持 
なされていたか。 

A 

点検等   異常 認    場合 主体的 適切 処置（修繕 交換 調整等） 
講じられたか。 

S 

市  連絡調整 適時 適切 行        A 
日常 事故防止等 安全対策 適切 実施        A 
防犯 防災対策等 危機管理体制 適切   A 
利用者 意見      改善 反映   等 利用者 満足度 高  取組 実施 
ているか。 

A 

利用者   苦情 適切 記録        苦情対応 状況 適切   A 
利用者  情報提供 案内（館内掲示 資料配布  ） 適切 行        S 
環境 配慮  管理運営 行        A 

③
そ
の
他
（
施
設
の
実
情
に
応
じ

た
取
組
等
）

施設の設置目的達成に関する自主事業の提案や具体的取組があったか。 A 
利用者 増加 関  提案 具体的 成果 挙       A 
施設の課題に対して改善する取組や提案があったか。 A 
地域貢献、地域との連携についての具体的な取組があったか。 A 
多様な団体と連携した具体的な取組があったか。 A 

障がい者施設への発注などの社会貢献について具体的な取組があったか。 S 

当該施設 管理運営 係 行政   （指定管理料    市業務 合理化 含 ）
の削減が図られたか。 

A 

指定期間全体を通して
の評価（総括評価） 

市内 文化団体 良好 関係 構築 継続  様々 事業 実施 施設利用 促進 図  市民文
化の向上に寄与している。 

指定管理者 総括評価 適格 

年度評価 経過
令和元年度 

○ 

7



年度   管理運営評価

指定管理者 総括評価

豊田市指定管理者制度    

総括評価シート 

指定管理者名称 公益財団法人 豊田市文化振興財団 

施 設 名 称 
足助トレーニングセンター、豊田市足助グラウンド、豊田市足助テニスコート 
足助農山村広場 

施 設 所 在 地 豊田市足助町蔵ノ前１９番地ほか 
指 定 期 間 平成３１年４月１日 令和３年３月３１日

施 設 設 置 目 的 

・足助グラウンド、足助テニスコート 
      振興 市民 体力及 健康 増進    
・足助農山村広場 
 市民 健康 増進及 地域 交流 増進 図    
・足助トレーニングセンター 
     活動 通  農業者等 体力増進   健康維持管理及 農業者 地域
住民  連帯感 醸成 図    

市予算課 地域振興部足助支所 

評価対象期間 平成３１年４月 令和２年３月

施設利用者数 状況

区分 令和元年度 
利用者総数 ２５，１９２ 

管理運営経費 状況（当該施設 管理運営 係 豊田市 収支状況）
（単位 千円 端数四捨五入）

区 分 令和元年度 

市収入 
使用料 １，９７９
諸収入等 ６２０ 

小計 ２，５９９ 

市支出 
委託料 １１，１７５

その他 ７３８ 
小計 １１，９１３ 

（経常）収支差額 ▲９，３１４ 

 対前年比 

※ 市支出   臨時的 支出 除  経常的経費分   計上（修繕料 備品購入費等 含   ） 

区分 評価項目 R1 

①
指
定
管
理
者
と
し
て
適

切
で
あ
る
こ
と

施設 設置目的及 指定管理者制度 趣旨    十分 理解  管理基準 従  
管理運営 適切 行       

A 

関連法規 理解  法令遵守 確保        A 
安定的な人的基盤を有しているか。（人員配置の工夫、配置人員の資格、スタッフの資
質向上に関する取組） 

A 

     労働条件 適切  （雇用契約 労働時間 給与 各種保険手続 安全衛生
等） 

A 

②
適
正
な
管
理
運
営
に
関
す
る
取
組

施設の設置目的を果たせるような取組、施設の社会的価値（効果）を高めるような取組
 行       

A 

施設（建物 設備 備品） 維持管理 適切 行  安全性及 良好 機能 保持 
なされていたか。 

A 

点検等   異常 認    場合 主体的 適切 処置（修繕 交換 調整等） 
講じられたか。 

A 

市  連絡調整 適時 適切 行        A 
日常 事故防止等 安全対策 適切 実施        A 
防犯 防災対策等 危機管理体制 適切   A 
利用者 意見      改善 反映   等 利用者 満足度 高  取組 実施 
ているか。 

A 

利用者   苦情 適切 記録        苦情対応 状況 適切   A 
利用者  情報提供 案内（館内掲示 資料配布  ） 適切 行        A 
環境 配慮  管理運営 行        A 

③
そ
の
他
（
施
設
の
実
情
に
応
じ

た
取
組
等
）

施設の設置目的達成に関する自主事業の提案や具体的取組があったか。 A 
利用者 増加 関  提案 具体的 成果 挙       A 
施設の課題に対して改善する取組や提案があったか。 A 
地域貢献、地域との連携についての具体的な取組があったか。 A 
多様な団体と連携した具体的な取組があったか。 －

障がい者施設への発注などの社会貢献について具体的な取組があったか。 －

当該施設 管理運営 係 行政   （指定管理料    市業務 合理化 含 ）
の削減が図られたか。 

A 

指定期間全体を通して
の評価（総括評価） 

 市  連絡調整 緊密       利用者   苦情等 特    
 足助           始 施設 管理 適切 行     
 備品 設備 簡易 修繕  自主修繕 行       経費節減 努     

指定管理者 総括評価 適格 

年度評価 経過
令和元年度 

○ 

8



年度   管理運営評価

指定管理者 総括評価

豊田市指定管理者制度    

総括評価シート 

指定管理者名称 公益財団法人 豊田市文化振興財団
施 設 名 称 上郷公園等
施 設 所 在 地 豊田市上郷町 5丁目 1 番地 1 
指 定 期 間 平成３１年４月１日 令和３年３月３１日

施 設 設 置 目 的 
市民の連帯意識の高揚、健康の増進、ふれあいの場として設置する。上郷

公園は主として近隣に居住する者の利用に供することを目的とする。

市予算課 地域振興部上郷支所 

評価対象期間 平成３１年４月 令和２年３月

施設利用者数 状況

区分 令和元年度 
利用者総数 １４，３８０人 

（７８６件） 

管理運営経費 状況（当該施設 管理運営 係 豊田市 収支状況）
（単位 千円 端数四捨五入）

区 分 令和元年度 

市収入 
使用料 ０
諸収入等 ０ 

小計 ０ 

市支出 
委託料 ４，１２４

その他 ０ 
小計 ４，１２４ 

（経常）収支差額 ▲４，１２４ 

 対前年比 

※ 市支出   臨時的 支出 除  経常的経費分   計上（修繕料 備品購入費等 含   ） 

区分 評価項目 Ｒ１ 

①
指
定
管
理
者
と
し
て
適

切
で
あ
る
こ
と

施設 設置目的及 指定管理者制度 趣旨    十分 理解  管理基準 従  
管理運営 適切 行       

Ａ 

関連法規 理解  法令遵守 確保        Ａ 
安定的な人的基盤を有しているか。（人員配置の工夫、配置人員の資格、スタッフの資
質向上に関する取組） 

Ａ 

     労働条件 適切  （雇用契約 労働時間 給与 各種保険手続 安全衛生
等） 

Ａ 

②
適
正
な
管
理
運
営
に
関
す
る
取
組

施設の設置目的を果たせるような取組、施設の社会的価値（効果）を高めるような取組
 行       

Ａ 

施設（建物 設備 備品） 維持管理 適切 行  安全性及 良好 機能 保持 
なされていたか。 

Ａ 

点検等   異常 認    場合 主体的 適切 処置（修繕 交換 調整等） 
講じられたか。 

Ｂ 

市  連絡調整 適時 適切 行        Ａ 
日常 事故防止等 安全対策 適切 実施        Ｓ 
防犯 防災対策等 危機管理体制 適切   Ａ 
利用者 意見      改善 反映   等 利用者 満足度 高  取組 実施 
ているか。 

Ａ 

利用者   苦情 適切 記録        苦情対応 状況 適切   Ａ 
利用者  情報提供 案内（館内掲示 資料配布  ） 適切 行        Ａ 
環境 配慮  管理運営 行        Ａ 

③
そ
の
他
（
施
設
の
実
情
に
応
じ

た
取
組
等
）

施設の設置目的達成に関する自主事業の提案や具体的取組があったか。 －
利用者 増加 関  提案 具体的 成果 挙      －
施設の課題に対して改善する取組や提案があったか。 Ｂ  
地域貢献、地域との連携についての具体的な取組があったか。 Ａ 
多様な団体と連携した具体的な取組があったか。 Ａ 

障がい者施設への発注などの社会貢献について具体的な取組があったか。 －

当該施設 管理運営 係 行政   （指定管理料    市業務 合理化 含 ）
の削減が図られたか。 

Ｓ 

指定期間全体を通して
の評価（総括評価） 

上郷公園  上郷交流館 同 指定管理者 管理      職員 常駐     運動広
場 遊具    及 芝生広場等 常 施設 状態 把握  修繕等 必要 場合 適切 対
応       常 良好 状態 維持   市民 安全 安心  利用        大  
評価    違法駐車対策     利用者  区別 難    継続  取 組 必要    

指定管理者 総括評価 適格 

年度評価 経過
令和元年度 

○ 

9



年度   管理運営評価

指定管理者 総括評価

豊田市指定管理者制度    

総括評価シート 

指定管理者名称 公益財団法人 豊田市文化振興財団 

施 設 名 称 
豊田市猿投コミュニティセンター体育館及び 
豊田市猿投コミュニティセンター武道場 

施 設 所 在 地 豊田市四郷町東畑７０番地１ 
指 定 期 間 平成３１年４月１日 令和３年３月３１日

施 設 設 置 目 的 

市内在住者 在学 在勤者等 利用者 体力 健康 増進及      振興 図    
施設 存在  猿投地域 市民 連帯意識 健康      促進     目的    
（条例 基本協定等 記載   設置目的  逸脱      前提  施設 本来 
目的が読み取れるように記載する。）

市予算課 地域振興部猿投支所 

評価対象期間 平成３１年４月 令和２年３月

施設利用者数 状況

区分 令和元年度 
利用者総数 ３９，５３７ 

管理運営経費 状況（当該施設 管理運営 係 豊田市 収支状況）
（単位 千円 端数四捨五入）

区 分 令和元年度 

市収入 
使用料 ２，９２１
諸収入等  

小計 ２，９２１ 

市支出 
委託料 １２，４９０

その他  
小計 １２，４９０ 

（経常）収支差額 ▲９，５６９ 

 対前年比 

※ 市支出   臨時的 支出 除  経常的経費分   計上（修繕料 備品購入費等 含   ） 

区分 評価項目 R1 

①
指
定
管
理
者
と
し
て
適

切
で
あ
る
こ
と

施設 設置目的及 指定管理者制度 趣旨    十分 理解  管理基準 従  
管理運営 適切 行       

A 

関連法規 理解  法令遵守 確保        A 
安定的な人的基盤を有しているか。（人員配置の工夫、配置人員の資格、スタッフの資
質向上に関する取組） 

A 

     労働条件 適切  （雇用契約 労働時間 給与 各種保険手続 安全衛生
等） 

A 

②
適
正
な
管
理
運
営
に
関
す
る
取
組

施設の設置目的を果たせるような取組、施設の社会的価値（効果）を高めるような取組
 行       

A 

施設（建物 設備 備品） 維持管理 適切 行  安全性及 良好 機能 保持 
なされていたか。 

A 

点検等   異常 認    場合 主体的 適切 処置（修繕 交換 調整等） 
講じられたか。 

A 

市  連絡調整 適時 適切 行        A 
日常 事故防止等 安全対策 適切 実施        A 
防犯 防災対策等 危機管理体制 適切   A 
利用者 意見      改善 反映   等 利用者 満足度 高  取組 実施 
ているか。 

A 

利用者   苦情 適切 記録        苦情対応 状況 適切   A 
利用者  情報提供 案内（館内掲示 資料配布  ） 適切 行        A 
環境 配慮  管理運営 行        A 

③
そ
の
他
（
施
設
の
実
情
に
応
じ

た
取
組
等
）

施設の設置目的達成に関する自主事業の提案や具体的取組があったか。 A 
利用者 増加 関  提案 具体的 成果 挙       A 
施設の課題に対して改善する取組や提案があったか。 A 
地域貢献、地域との連携についての具体的な取組があったか。 A 
多様な団体と連携した具体的な取組があったか。 A 

障がい者施設への発注などの社会貢献について具体的な取組があったか。 A 

当該施設 管理運営 係 行政   （指定管理料    市業務 合理化 含 ）
の削減が図られたか。 

A 

指定期間全体を通して
の評価（総括評価） 

指定管理者   施設 管理運営 適切 行         日常 点検       行 
  安全 利用      体制作  防犯 防災対策     適切 行      

指定管理者 総括評価 適格 

年度評価 経過
令和元年度

〇 
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年度   管理運営評価

指定管理者 総括評価

豊田市指定管理者制度    

総括評価シート 

指定管理者名称 公益財団法人 豊田市文化振興財団 

施 設 名 称 
 豊田市石野運動広場        ②豊田市末野原運動広場 
③豊田市高橋運動広場        ④豊田市保見運動広場 
⑤豊田市松平運動広場        ⑥土橋公園（スポーツ施設部分） 

施 設 所 在 地 
 豊田市東広瀬町舟木１－４    ②豊田市豊栄町１１－２５ 
③豊田市高橋町３－１００－１  ④豊田市保見 丘１－１５２
⑤豊田市大内町山ノ田１－７    ⑥豊田市土橋町６－８０－１ 

指 定 期 間 平成３１年４月１日 令和３年３月３１日

施 設 設 置 目 的 
     振興及 住民 体力 健康 増進 図                   
交流 場   住民 福祉 増進 図  

市予算課 生涯活躍部生涯スポーツ推進課 

評価対象期間 平成３１年４月 令和２年３月

施設利用者数 状況

区分 令和元年度 
利用者総数 101,371 

管理運営経費 状況（当該施設 管理運営 係 豊田市 収支状況）
（単位 千円 端数四捨五入）

区 分 令和元年度 

市収入 
使用料 3,823
諸収入等 294 

小計 4,117 

市支出 
委託料 18,207

その他 6,559 
小計 24,766 

 対前年比 
※ 市支出   臨時的 支出 除  経常的経費分   計上（修繕料 備品購入費等 含   ） 

区分 評価項目 R1 

①
指
定
管
理
者
と
し
て
適

切
で
あ
る
こ
と

施設 設置目的及 指定管理者制度 趣旨    十分 理解  管理基準 従  
管理運営 適切 行       

A 

関連法規 理解  法令遵守 確保       Ａ 
安定的な人的基盤を有しているか。（人員配置の工夫、配置人員の資格、スタッフの資
質向上に関する取組） 

A 

     労働条件 適切  （雇用契約 労働時間 給与 各種保険手続 安全衛生
等） 

Ａ 

②
適
正
な
管
理
運
営
に
関
す
る
取
組

施設の設置目的を果たせるような取組、施設の社会的価値（効果）を高めるような取組
 行       

A 

施設（建物 設備 備品） 維持管理 適切 行  安全性及 良好 機能 保持 
なされていたか。 

S

点検等   異常 認    場合 主体的 適切 処置（修繕 交換 調整等） 
講じられたか。 

Ａ

市  連絡調整 適時 適切 行       Ａ 
日常 事故防止等 安全対策 適切 実施       Ａ 
防犯 防災対策等 危機管理体制 適切  Ａ 
利用者 意見      改善 反映   等 利用者 満足度 高  取組 実施 
ているか。 

Ａ 

利用者   苦情 適切 記録        苦情対応 状況 適切  A 
利用者  情報提供 案内（館内掲示 資料配布  ） 適切 行       A 
環境 配慮  管理運営 行       A 

③
そ
の
他
（
施
設
の
実
情
に
応
じ

た
取
組
等
）

施設の設置目的達成に関する自主事業の提案や具体的取組があったか。 A 
利用者 増加 関  提案 具体的 成果 挙      A 
施設の課題に対して改善する取組や提案があったか。 S 
地域貢献、地域との連携についての具体的な取組があったか。 A 
多様な団体と連携した具体的な取組があったか。 A 

障がい者施設への発注などの社会貢献について具体的な取組があったか。 A 

当該施設 管理運営 係 行政   （指定管理料    市業務 合理化 含 ）
の削減が図られたか。 

A 

指定期間全体を通して
の評価（総括評価） 

施設職員が週１回以上全施設を巡回し、危険箇所の把握と早期解消に努めるとともに、限られた修
繕費 中 指定管理者自 軽微 修繕 行    安全 安心 施設運営 向  積極的 取組 
されていた。 

指定管理者 総括評価 適格 

年度評価 経過
令和元年度 

〇 
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年度   管理運営評価

指定管理者 総括評価

豊田市指定管理者制度    

総括評価シート 

指定管理者名称 公益財団法人 豊田市文化振興財団 
施 設 名 称 喜楽亭 
施 設 所 在 地 豊田市小坂本町１丁目２５番地 
指 定 期 間   平成３１年４月１日 令和３年３月３１日

施 設 設 置 目 的 
郷土 歴史的 民俗的   文化的所産   建造物 美術工芸品 資料  

他 文化財等 保存 公開展示 市民 利用等 適切 行       市民 教
養、学術及び文化の発展に寄与することを目的とする。

市予算課 生涯活躍部文化財課 

評価対象期間 平成３１年４月 令和２年３月

施設利用者数 状況

区分 令和元年度 
利用者総数 ２３，５６８ 

管理運営経費 状況（当該施設 管理運営 係 豊田市 収支状況）
（単位 千円 端数四捨五入）

区 分 令和元年度 

市収入 
使用料 ４１２
諸収入等 １９３ 

小計 ６０５ 

市支出 
委託料 １，４７０

その他 0 
小計 １，４７０ 

（経常）収支差額 ▲８６５ 

 対前年比 

※ 市支出   臨時的 支出 除  経常的経費分   計上（修繕料 備品購入費等 含   ） 

区分 評価項目 Ｒ１ 

①
指
定
管
理
者
と
し
て
適

切
で
あ
る
こ
と

施設 設置目的及 指定管理者制度 趣旨    十分 理解  管理基準 従  
管理運営 適切 行       

Ａ

関連法規 理解  法令遵守 確保       Ａ
安定的な人的基盤を有しているか。（人員配置の工夫、配置人員の資格、スタッフの資
質向上に関する取組） 

Ａ

     労働条件 適切  （雇用契約 労働時間 給与 各種保険手続 安全衛生
等） 

Ａ

②
適
正
な
管
理
運
営
に
関
す
る
取
組

施設の設置目的を果たせるような取組、施設の社会的価値（効果）を高めるような取組
 行       

Ａ

施設（建物 設備 備品） 維持管理 適切 行  安全性及 良好 機能 保持 
なされていたか。 

Ａ 

点検等   異常 認    場合 主体的 適切 処置（修繕 交換 調整等） 
講じられたか。 

Ａ 

市  連絡調整 適時 適切 行        Ａ
日常 事故防止等 安全対策 適切 実施        Ａ
防犯 防災対策等 危機管理体制 適切   Ａ
利用者 意見      改善 反映   等 利用者 満足度 高  取組 実施 
ているか。 

Ａ

利用者   苦情 適切 記録        苦情対応 状況 適切   Ａ
利用者  情報提供 案内（館内掲示 資料配布  ） 適切 行        Ａ
環境 配慮  管理運営 行        Ａ

③
そ
の
他
（
施
設
の
実
情
に
応
じ

た
取
組
等
）

施設の設置目的達成に関する自主事業の提案や具体的取組があったか。 Ａ
利用者 増加 関  提案 具体的 成果 挙       Ａ
施設の課題に対して改善する取組や提案があったか。 Ａ
地域貢献、地域との連携についての具体的な取組があったか。 Ａ
多様な団体と連携した具体的な取組があったか。 Ａ

障がい者施設への発注などの社会貢献について具体的な取組があったか。 ― 

当該施設 管理運営 係 行政   （指定管理料    市業務 合理化 含 ）
の削減が図られたか。 

Ａ 

指定期間全体を通して
の評価（総括評価） 

 日常的 施設管理      登録文化財    趣旨 理解  特 問題  適正 管理運営
をしている。    戸 補修 手   補強等 適切 施設管理 安全対策 実施      
以上 踏   指定管理者   適切 水準     評価    

指定管理者 総括評価 適格 

年度評価 経過
令和元年度 

〇 
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年度   管理運営評価

指定管理者 総括評価

豊田市指定管理者制度    

総括評価シート 

指定管理者名称 公益財団法人 豊田市文化振興財団 
施 設 名 称 豊田市歌舞伎伝承館 
施 設 所 在 地 豊田市永太郎町落６８１番地１ 
指 定 期 間 平成３１年４月１日 令和３年３月３１日

施 設 設 置 目 的 

豊田市 農村歌舞伎 価値 市内外 発信  活動 展開    活動 通   市民
の郷土への誇りと愛着を育むことを目的とする。 
   小原地区 郷土資料 展示 行  地域 魅力発信          実施  
場とする。 

市予算課 生涯活躍部文化財課 

評価対象期間 平成３１年４月 令和２年３月

施設利用者数 状況

区分 令和元年度 
利用者総数 15,209 

管理運営経費 状況（当該施設 管理運営 係 豊田市 収支状況）
（単位 千円 端数四捨五入）

区 分 令和元年度 

市収入 
使用料 0
諸収入等 0 

小計 0 

市支出 
委託料 2,577

その他 0 
小計 2,577 

（経常）収支差額 ▲2,577 

 対前年比 

※ 市支出   臨時的 支出 除  経常的経費分   計上（修繕料 備品購入費等 含   ） 

区分 評価項目 R1 

①
指
定
管
理
者
と
し
て
適

切
で
あ
る
こ
と

施設 設置目的及 指定管理者制度 趣旨    十分 理解  管理基準 従  
管理運営 適切 行       

S 

関連法規 理解  法令遵守 確保        A 
安定的な人的基盤を有しているか。（人員配置の工夫、配置人員の資格、スタッフの資
質向上に関する取組） 

A 

     労働条件 適切  （雇用契約 労働時間 給与 各種保険手続 安全衛生
等） 

A 

②
適
正
な
管
理
運
営
に
関
す
る
取
組

施設の設置目的を果たせるような取組、施設の社会的価値（効果）を高めるような取組
 行       

A 

施設（建物 設備 備品） 維持管理 適切 行  安全性及 良好 機能 保持 
なされていたか。 

A 

点検等   異常 認    場合 主体的 適切 処置（修繕 交換 調整等） 
講じられたか。 

A 

市  連絡調整 適時 適切 行        A 
日常 事故防止等 安全対策 適切 実施        A 
防犯 防災対策等 危機管理体制 適切   A 
利用者 意見      改善 反映   等 利用者 満足度 高  取組 実施 
ているか。 

A 

利用者   苦情 適切 記録        苦情対応 状況 適切   A 
利用者  情報提供 案内（館内掲示 資料配布  ） 適切 行        A 
環境 配慮  管理運営 行        A 

③
そ
の
他
（
施
設
の
実
情
に
応
じ

た
取
組
等
）

施設の設置目的達成に関する自主事業の提案や具体的取組があったか。 A 
利用者 増加 関  提案 具体的 成果 挙       A 
施設の課題に対して改善する取組や提案があったか。 A 
地域貢献、地域との連携についての具体的な取組があったか。 A 
多様な団体と連携した具体的な取組があったか。 A 

障がい者施設への発注などの社会貢献について具体的な取組があったか。 A 

当該施設 管理運営 係 行政   （指定管理料    市業務 合理化 含 ）
の削減が図られたか。 

S 

指定期間全体を通して
の評価（総括評価） 

施設管理業務 熟知     適切 運営      
また、講座やイベントは専門職員を配置するなど、施設の設置目的に沿った事業が推進された。 

指定管理者 総括評価 適格 

年度評価 経過
令和元年度 

〇 
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年度   管理運営評価

指定管理者 総括評価

豊田市指定管理者制度    

総括評価シート 

指定管理者名称 公益財団法人 豊田市文化振興財団 
施 設 名 称 豊田市教職員会館テニスコート 
施 設 所 在 地 豊田市保見町西古城１０６番地 
指 定 期 間 平成２８年４月１日 令和３年３月３１日

施 設 設 置 目 的      振興及 市民 体力 健康 増進    。 

市予算課 教育部 学校教育課 

評価対象期間   平成２８年４月 令和２年３月 

施設利用者数 状況

区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 
利用者総数 ４，４７４人 ４，１５４人 ３，８３７人 ５，０４１人 

管理運営経費 状況（当該施設 管理運営 係 豊田市 収支状況）
（単位 千円 端数四捨五入）

区 分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

市収入 
使用料 ８３９ ６８８ ７０２ ９６１ 
諸収入等 ２８ ３１ ３９ ３９ 

小計 ８６７ ７１９ ７４１ １，０００ 

市支出 
委託料 ２８６ ２５４ ２３５ ２７５ 

その他 ２７９ ３１７ ３４２ ３１５ 
小計 ５６５ ５７１ ５７７ ５９０ 

（経常）収支差額 ３０２ １４８ １６４ ４１０ 

 対前年比  ▲１５４ １６ ２４６ 

※ 市支出   臨時的 支出 除  経常的経費分   計上（修繕料 備品購入費等 含   ） 

区分 評価項目 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 

①
指
定
管
理
者
と
し
て
適

切
で
あ
る
こ
と

施設 設置目的及 指定管理者制度 趣旨    十分 理解  管理基準 従  
管理運営 適切 行       

Ａ Ａ Ｂ Ａ 

関連法規 理解  法令遵守 確保        Ａ Ａ Ａ Ａ 
安定的な人的基盤を有しているか。（人員配置の工夫、配置人員の資格、スタッフの資
質向上に関する取組） 

Ｂ Ａ Ａ Ａ 

     労働条件 適切  （雇用契約 労働時間 給与 各種保険手続 安全衛生
等） 

Ａ Ａ Ａ Ａ 

②
適
正
な
管
理
運
営
に
関
す
る
取
組

施設の設置目的を果たせるような取組、施設の社会的価値（効果）を高めるような取組
 行       

Ａ Ａ Ａ Ａ 

施設（建物 設備 備品） 維持管理 適切 行  安全性及 良好 機能 保持 
なされていたか。 

（R1 年度  追加） Ａ 

点検等   異常 認    場合 主体的 適切 処置（修繕 交換 調整等） 
講じられたか。 

（R1 年度  追加） Ａ 

市  連絡調整 適時 適切 行       Ｂ Ａ Ａ Ａ 
日常 事故防止等 安全対策 適切 実施       Ａ Ａ Ａ S 
防犯 防災対策等 危機管理体制 適切  Ｓ Ａ Ａ Ａ 
利用者 意見      改善 反映   等 利用者 満足度 高  取組 実施 
ているか。 

Ａ Ａ Ａ Ａ 

利用者   苦情 適切 記録        苦情対応 状況 適切  Ａ Ｓ Ａ Ａ 
利用者  情報提供 案内（館内掲示 資料配布  ） 適切 行       Ａ Ａ Ｓ A 
環境 配慮  管理運営 行       Ａ Ａ Ａ Ａ 

③
そ
の
他
（
施
設
の
実
情
に
応
じ

た
取
組
等
）

施設の設置目的達成に関する自主事業の提案や具体的取組があったか。 Ｓ Ａ Ａ Ａ 
利用者 増加 関  提案 具体的 成果 挙      Ａ Ａ Ａ S 
施設の課題に対して改善する取組や提案があったか。 Ａ Ａ Ａ Ａ 
地域貢献、地域との連携についての具体的な取組があったか。 Ａ Ａ Ａ Ａ 
多様な団体と連携した具体的な取組があったか。 Ａ Ａ Ａ A 

障がい者施設への発注などの社会貢献について具体的な取組があったか。 Ａ Ａ Ａ Ａ 

当該施設 管理運営 係 行政   （指定管理料    市業務 合理化 含 ）
の削減が図られたか。 

Ａ Ａ Ａ Ａ 

指定期間全体を通して
の評価（総括評価） 

利用者     把握  適切 施設管理 行った。 

指定管理者 総括評価 適格 

年度評価 経過
平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

〇 〇 〇 〇 
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年度   管理運営評価

指定管理者 総括評価

豊田市指定管理者制度    

総括評価シート 

指定管理者名称 敷島自治区 
施 設 名 称 敷島農村環境改善センター敷島会館 
施 設 所 在 地 豊田市杉本町奥西山４９ 
指 定 期 間 平成２８年４月１日 令和３年３月３１日

施 設 設 置 目 的  農業 振興 農村生活 改善及 地域住民 生活文化 向上 推進     

市予算課 地域振興部 旭支所 

評価対象期間 平成２８年４月 令和２年３月

施設利用者数 状況

区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 
利用者総数 ６，８７４ ９，７１４ １０，３５７ １０，７９６ 
※Ｈ29 年４月  同 団体 同日 3 区画（午前 午後 夜間）利用  場合 人数 述 人数         変更 

管理運営経費 状況（当該施設 管理運営 係 豊田市 収支状況）
（単位 千円 端数四捨五入）

区 分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

市収入 
使用料 ０ ０ ０ ０ 
諸収入等 ７１ ７ ０ ７１ 

小計 ７１ ７ ０ ７１ 

市支出 
委託料 １，０１３ １，００１ １，０５３ １，０７４ 

その他 ３２ ３２ ０ ３３ 
小計 １，０４５ １，０３３ １，０５３ １，１０７ 

（経常）収支差額 ▲９７４ ▲１，０２６ ▲１，０５３ ▲１，０３６ 

 対前年比  ▲５２ ▲２７ １７ 

※ 市支出   臨時的 支出 除  経常的経費分   計上（修繕料 備品購入費等 含   ） 

区分 評価項目 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 

①
指
定
管
理
者
と
し
て
適

切
で
あ
る
こ
と

施設 設置目的及 指定管理者制度 趣旨    十分 理解  管理基準 従  
管理運営 適切 行       

A A A A 

関連法規 理解  法令遵守 確保        A A A A 
安定的な人的基盤を有しているか。（人員配置の工夫、配置人員の資格、スタッフの資
質向上に関する取組） 

Ａ Ａ Ａ Ａ 

     労働条件 適切  （雇用契約 労働時間 給与 各種保険手続 安全衛生
等） 

Ａ Ａ Ａ Ａ 

②
適
正
な
管
理
運
営
に
関
す
る
取
組

施設の設置目的を果たせるような取組、施設の社会的価値（効果）を高めるような取組
 行       

B B A A 

施設（建物 設備 備品） 維持管理 適切 行  安全性及 良好 機能 保持 
なされていたか。 

（R1 年度  追加） A 

点検等   異常 認    場合 主体的 適切 処置（修繕 交換 調整等） 
講じられたか。 

（R1 年度  追加） A 

市  連絡調整 適時 適切 行        A A A A 
日常 事故防止等 安全対策 適切 実施        A A A A 
防犯 防災対策等 危機管理体制 適切   A A A Ａ 
利用者 意見      改善 反映   等 利用者 満足度 高  取組 実施 
ているか。 

Ｂ Ｂ A Ａ 

利用者   苦情 適切 記録        苦情対応 状況 適切   A A A A 
利用者  情報提供 案内（館内掲示 資料配布  ） 適切 行        A A A A 
環境 配慮  管理運営 行        A A A A 

③
そ
の
他
（
施
設
の
実
情
に
応
じ

た
取
組
等
）

施設の設置目的達成に関する自主事業の提案や具体的取組があったか。 H30 より Ａ A 
利用者 増加 関  提案 具体的 成果 挙       B B A Ａ 
施設の課題に対して改善する取組や提案があったか。 Ｂ Ｂ Ａ Ａ 
地域貢献、地域との連携についての具体的な取組があったか。 Ａ A Ａ Ａ 
多様な団体と連携した具体的な取組があったか。 Ｂ Ｂ A Ａ 

障がい者施設への発注などの社会貢献について具体的な取組があったか。 H30 より Ａ Ａ 

当該施設 管理運営 係 行政   （指定管理料    市業務 合理化 含 ）
の削減が図られたか。 

B B A Ａ 

指定期間全体を通して
の評価（総括評価） 

 施設 管理運営      特段 支障   適正 実施      
・毎月 定例会  自治区活動    英会話教室 生活支援     味噌作    地域住
民 積極的 利用 促進  年間利用者数 増加傾向    
 自治区活動    利用 多  占     地域住民 連携意識 高揚等 場   有効 活用 
れている。 

指定管理者 総括評価 適格  

年度評価 経過
平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

△ △ 〇 〇 
平成 30 年度   特段問題 無 通常 管理        評価 A      変更
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年度   管理運営評価

指定管理者 総括評価

豊田市指定管理者制度    

総括評価シート 

指定管理者名称 浅野自治区 
施 設 名 称 豊田市浅野会館 
施 設 所 在 地 豊田市浅谷町下万場３０３番地２ 
指 定 期 間 平成２８年４月１日 令和３年３月３１日

施 設 設 置 目 的  地域住民 連携意識 高揚 健康 増進及      図  

市予算課 地域振興部 旭支所 

評価対象期間 平成２８年４月 令和２年３月

施設利用者数 状況

区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 
利用者総数 ２，５０４ ２，６６０ ２，５５６ ２，６０７ 
※Ｈ29 年４月  同 団体 同日 3 区画（午前 午後 夜間）利用  場合 人数 述 人数         変更 
管理運営経費 状況（当該施設 管理運営 係 豊田市 収支状況）

（単位 千円 端数四捨五入）

区 分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

市収入 
使用料 ０ ０ ０ ０ 
諸収入等 １０ ０ ０ １０ 

小計 １０ ０ ０ １０ 

市支出 
委託料 ６１９ ５９７ ７７１ ８６８ 

その他 ２２ ２２ ０ ２３ 
小計 ６４１ ６１９ ７７１ ８９１ 

（経常）収支差額 ▲６３１ ▲６１９ ▲７７１ ▲８８１ 

 対前年比  １２ ▲１５２ ▲１１０ 

※ 市支出   臨時的 支出 除  経常的経費分   計上（修繕料 備品購入費等 含   ） 

区分 評価項目 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 

①
指
定
管
理
者
と
し
て
適

切
で
あ
る
こ
と

施設 設置目的及 指定管理者制度 趣旨    十分 理解  管理基準 従  
管理運営 適切 行       

A A A A 

関連法規 理解  法令遵守 確保        A A A A 
安定的な人的基盤を有しているか。（人員配置の工夫、配置人員の資格、スタッフの資
質向上に関する取組） 

Ａ Ａ Ａ Ａ 

     労働条件 適切  （雇用契約 労働時間 給与 各種保険手続 安全衛生
等） 

Ａ Ａ Ａ Ａ 

②
適
正
な
管
理
運
営
に
関
す
る
取
組

施設の設置目的を果たせるような取組、施設の社会的価値（効果）を高めるような取組
 行       

A A A A 

施設（建物 設備 備品） 維持管理 適切 行  安全性及 良好 機能 保持 
なされていたか。 

（R1 年度  追加） A 

点検等   異常 認    場合 主体的 適切 処置（修繕 交換 調整等） 
講じられたか。 

（R1 年度  追加） A 

市  連絡調整 適時 適切 行        A A A A 
日常 事故防止等 安全対策 適切 実施        A A A A 
防犯 防災対策等 危機管理体制 適切   A A A Ａ 
利用者 意見      改善 反映   等 利用者 満足度 高  取組 実施 
ているか。 

Ｂ Ｂ A Ａ 

利用者   苦情 適切 記録        苦情対応 状況 適切   A A A A 
利用者  情報提供 案内（館内掲示 資料配布  ） 適切 行        A A A A 
環境 配慮  管理運営 行        A A A A 

③
そ
の
他
（
施
設
の
実
情
に
応
じ

た
取
組
等
）

施設の設置目的達成に関する自主事業の提案や具体的取組があったか。 H30 より Ａ A 
利用者 増加 関  提案 具体的 成果 挙       B B A Ａ 
施設の課題に対して改善する取組や提案があったか。 Ｂ Ｂ Ａ Ａ 
地域貢献、地域との連携についての具体的な取組があったか。 Ａ Ａ Ａ Ａ 
多様な団体と連携した具体的な取組があったか。 Ｂ Ｂ A Ａ 

障がい者施設への発注などの社会貢献について具体的な取組があったか。 H30 より Ａ Ａ 

当該施設 管理運営 係 行政   （指定管理料    市業務 合理化 含 ）
の削減が図られたか。 

Ａ Ｂ A Ａ 

指定期間全体を通して
の評価（総括評価） 

 施設 管理運営      特段 支障   適正 実施     。また、清掃も定期的に実
施     施設 維持管理 適切    
 毎月 定例会  自治区活動    利用 大半 占     地域住民 連携意識 高揚
等の場として有効に活用されている。

指定管理者 総括評価 適格  

年度評価 経過
平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

△ △ 〇 〇 
平成 30 年度   特段問題 無 通常 管理        評価 A      変更
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年度   管理運営評価

指定管理者 総括評価

豊田市指定管理者制度    

総括評価シート 

指定管理者名称 笹戸自治区 
施 設 名 称 笹戸生活改善    笹戸会館
施 設 所 在 地 豊田市笹戸町平畑１ 
指 定 期 間 平成２８年４月１日 令和３年３月３１日

施 設 設 置 目 的  農林業及 水産業 振興並  経営 合理化及 近代化 図  

市予算課 地域振興部 旭支所 

評価対象期間 平成２８年４月 令和２年３月

施設利用者数 状況

区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 
利用者総数 ４，４８４ ４，３５４ ５，２５６ ５，７８０ 
※Ｈ29 年４月  同 団体 同日 3 区画（午前 午後 夜間）利用  場合 人数 述 人数         変更 

管理運営経費 状況（当該施設 管理運営 係 豊田市 収支状況）
（単位 千円 端数四捨五入）

区 分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

市収入 
使用料 ０ ０ ０ ０ 
諸収入等 ２ １ ０ ２ 

小計 ２ １ ０ ２ 

市支出 
委託料 ３８４ ５５４ ６９８ ７０３ 

その他 ２２ ２１ ０ ２２ 
小計 ４０６ ５７５ ６９８ ７２５ 

（経常）収支差額 ▲４０４ ▲５７４ ▲６９８ ▲７２３ 

 対前年比  ▲１７０ ▲１２４ ▲２５ 

※ 市支出   臨時的 支出 除  経常的経費分   計上（修繕料 備品購入費等 含   ） 

区分 評価項目 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 

①
指
定
管
理
者
と
し
て
適

切
で
あ
る
こ
と

施設 設置目的及 指定管理者制度 趣旨    十分 理解  管理基準 従  
管理運営 適切 行       

A A A A 

関連法規 理解  法令遵守 確保        A A A A 
安定的な人的基盤を有しているか。（人員配置の工夫、配置人員の資格、スタッフの資
質向上に関する取組） 

Ａ Ａ Ａ Ａ 

     労働条件 適切  （雇用契約 労働時間 給与 各種保険手続 安全衛生
等） 

Ａ Ａ Ａ Ａ 

②
適
正
な
管
理
運
営
に
関
す
る
取
組

施設の設置目的を果たせるような取組、施設の社会的価値（効果）を高めるような取組
 行       

B B A A 

施設（建物 設備 備品） 維持管理 適切 行  安全性及 良好 機能 保持 
なされていたか。 

（R1 年度  追加） A 

点検等   異常 認    場合 主体的 適切 処置（修繕 交換 調整等） 
講じられたか。 

（R1 年度  追加） A 

市  連絡調整 適時 適切 行        A A A A 
日常 事故防止等 安全対策 適切 実施        A A A A 
防犯 防災対策等 危機管理体制 適切   A A A Ａ 
利用者 意見      改善 反映   等 利用者 満足度 高  取組 実施 
ているか。 

Ｂ Ｂ A Ａ 

利用者   苦情 適切 記録        苦情対応 状況 適切   A A A A 
利用者  情報提供 案内（館内掲示 資料配布  ） 適切 行        A A A A 
環境 配慮  管理運営 行        A A A A 

③
そ
の
他
（
施
設
の
実
情
に
応
じ

た
取
組
等
）

施設の設置目的達成に関する自主事業の提案や具体的取組があったか。 H30 より Ａ A 
利用者 増加 関  提案 具体的 成果 挙       B B A Ａ 
施設の課題に対して改善する取組や提案があったか。 Ｂ Ｂ Ａ Ａ 
地域貢献、地域との連携についての具体的な取組があったか。 Ａ A Ａ Ａ 
多様な団体と連携した具体的な取組があったか。 Ｂ Ｂ A Ａ 

障がい者施設への発注などの社会貢献について具体的な取組があったか。 H30 より Ａ Ａ 

当該施設 管理運営 係 行政   （指定管理料    市業務 合理化 含 ）
の削減が図られたか。 

B B A Ａ 

指定期間全体を通して
の評価（総括評価） 

 施設 管理運営      特段 支障   適正 実施      
 毎月 定例会  自治区活動    利用 大半 占     地域住民 連携意識 高揚等 
場として有効に活用されている。 
・じねんじょもみじまつりについては、市外からの観光客が増加傾向にあり、今後も引き続き利用者 
増加に関する取り組みを期待する。 

指定管理者 総括評価 適格 

年度評価 経過
平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

△ △ 〇 〇 
平成 30 年度   特段問題 無 通常 管理        評価 A      変更
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年度   管理運営評価

指定管理者 総括評価

豊田市指定管理者制度    

総括評価シート 

指定管理者名称 築羽自治区 
施 設 名 称 築羽農村環境改善センター築羽会館 
施 設 所 在 地 豊田市槙本町落合１１－１ 
指 定 期 間 平成２８年４月１日 令和３年３月３１日

施 設 設 置 目 的  農業 振興 農村生活 改善及 地域住民 生活文化 向上 推進   

市予算課 地域振興部 旭支所 

評価対象期間 平成２８年４月 令和２年３月

施設利用者数 状況

区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 
利用者総数 ３，２９９ ６，４１０ ５，０３９ ５，４４１ 
※Ｈ29 年４月  同 団体 同日 3 区画（午前 午後 夜間）利用  場合 人数 述 人数         変更 

管理運営経費 状況（当該施設 管理運営 係 豊田市 収支状況）
（単位 千円 端数四捨五入）

区 分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

市収入 
使用料 ０ ０ ０ ０ 
諸収入等 ０ ０ ０ ０ 

小計 ０ ０ ０ ０ 

市支出 
委託料 ６７５ ６７３ ８３５ ７９４ 

その他 ２５ ２５ ４２ ２６ 
小計 ７００ ６９８ ８７７ ８２０ 

（経常）収支差額 ▲７００ ▲６９８ ▲８７７ ▲８２０ 

 対前年比  ２ ▲１７９ ５７ 

※ 市支出   臨時的 支出 除  経常的経費分   計上（修繕料 備品購入費等 含   ） 

区分 評価項目 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 

①
指
定
管
理
者
と
し
て
適

切
で
あ
る
こ
と

施設 設置目的及 指定管理者制度 趣旨    十分 理解  管理基準 従  
管理運営 適切 行       

A A A A 

関連法規 理解  法令遵守 確保        A A A A 
安定的な人的基盤を有しているか。（人員配置の工夫、配置人員の資格、スタッフの資
質向上に関する取組） 

Ａ Ａ Ａ Ａ 

     労働条件 適切  （雇用契約 労働時間 給与 各種保険手続 安全衛生
等） 

Ａ Ａ Ａ Ａ 

②
適
正
な
管
理
運
営
に
関
す
る
取
組

施設の設置目的を果たせるような取組、施設の社会的価値（効果）を高めるような取組
 行       

B B A A 

施設（建物 設備 備品） 維持管理 適切 行  安全性及 良好 機能 保持 
なされていたか。 

（R1 年度  追加） A 

点検等   異常 認    場合 主体的 適切 処置（修繕 交換 調整等） 
講じられたか。 

（R1 年度  追加） A 

市  連絡調整 適時 適切 行        A A A A 
日常 事故防止等 安全対策 適切 実施        A A A A 
防犯 防災対策等 危機管理体制 適切   A A A Ａ 
利用者 意見      改善 反映   等 利用者 満足度 高  取組 実施 
ているか。 

Ｂ Ｂ A Ａ 

利用者   苦情 適切 記録        苦情対応 状況 適切   A A A A 
利用者  情報提供 案内（館内掲示 資料配布  ） 適切 行        A A A A 
環境 配慮  管理運営 行        A A A A 

③
そ
の
他
（
施
設
の
実
情
に
応
じ

た
取
組
等
）

施設の設置目的達成に関する自主事業の提案や具体的取組があったか。 H30 より Ａ A 
利用者 増加 関  提案 具体的 成果 挙       B B A Ａ 
施設の課題に対して改善する取組や提案があったか。 Ｂ Ｂ Ａ Ａ 
地域貢献、地域との連携についての具体的な取組があったか。 Ａ A Ａ Ａ 
多様な団体と連携した具体的な取組があったか。 Ｂ Ｂ A Ａ 

障がい者施設への発注などの社会貢献について具体的な取組があったか。 H30 より Ａ Ａ 

当該施設 管理運営 係 行政   （指定管理料    市業務 合理化 含 ）
の削減が図られたか。 

Ａ A A Ａ 

指定期間全体を通して
の評価（総括評価） 

 施設 管理運営      特段 支障   適正 実施      
 老人   等 連携    高齢者向  健康       味噌    団体等  連携   取 組
みがあった。 
 毎月 定例会  自治区活動    利用 大半 占     地域住民 連携意識 高揚等 
場として有効に活用されている。 

指定管理者 総括評価 適格 

年度評価 経過
平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

△ △ 〇 〇 
平成 30 年度   特段問題 無 通常 管理        評価 A      変更
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年度   管理運営評価

指定管理者 総括評価

豊田市指定管理者制度    

総括評価シート 

指定管理者名称 小原北部開発推進協議会 
施 設 名 称 豊田市小原北部生活改善    
施 設 所 在 地 豊田市雑敷町東門８４番地１ 
指 定 期 間 平成２８年４月１日 令和３年３月３１日

施 設 設 置 目 的 地域住民       活動 推進 図    

市予算課 地域振興部 小原支所 

評価対象期間 平成３１年４月 令和２年３月

施設利用者数 状況

区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 
利用者総数 ４，８６８ ３，２０７ ２，３６８ ２，９６４ 

管理運営経費 状況（当該施設 管理運営 係 豊田市 収支状況）
（単位 千円 端数四捨五入）

区 分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

市収入 
使用料 ０ ０ ０ ０ 
諸収入等 ３ ３ ２ ２ 

小計 ３ ３ ２ ２ 

市支出 
委託料 １，６８８ １，６５５ １，６４７ １，６５１ 

その他 ９ ９ ９ ５３ 
小計 １，６９７ １，６６４ １，６５６ １，７０４ 

（経常）収支差額 ▲１，６９４ ▲１，６６１ ▲１，６５４ ▲１，７０２ 

 対前年比  ３３ ７ ▲４８ 

※ 市支出   臨時的 支出 除  経常的経費分   計上（修繕料 備品購入費等 含   ） 

区分 評価項目 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 

①
指
定
管
理
者
と
し
て
適

切
で
あ
る
こ
と

施設 設置目的及 指定管理者制度 趣旨    十分 理解  管理基準 従  
管理運営 適切 行       

A A A A 

関連法規 理解  法令遵守 確保        A A A A 
安定的な人的基盤を有しているか。（人員配置の工夫、配置人員の資格、スタッフの資
質向上に関する取組） 

A A A A 

     労働条件 適切  （雇用契約 労働時間 給与 各種保険手続 安全衛生
等） 

A A A A 

②
適
正
な
管
理
運
営
に
関
す
る
取
組

施設の設置目的を果たせるような取組、施設の社会的価値（効果）を高めるような取組
 行       

A A A S 

施設（建物 設備 備品） 維持管理 適切 行  安全性及 良好 機能 保持 
なされていたか。 

（R1 年度  追加） A 

点検等   異常 認    場合 主体的 適切 処置（修繕 交換 調整等） 
講じられたか。 

（R1 年度  追加） A 

市  連絡調整 適時 適切 行        A A A S 
日常 事故防止等 安全対策 適切 実施        A A A A 
防犯 防災対策等 危機管理体制 適切   A A A A 
利用者 意見      改善 反映   等 利用者 満足度 高  取組 実施 
ているか。 

A A A A 

利用者   苦情 適切 記録        苦情対応 状況 適切   A A A A 
利用者  情報提供 案内（館内掲示 資料配布  ） 適切 行        A A A A 
環境 配慮  管理運営 行        A A A A 

③
そ
の
他
（
施
設
の
実
情
に
応
じ

た
取
組
等
）

施設の設置目的達成に関する自主事業の提案や具体的取組があったか。 A A A A 
利用者 増加 関  提案 具体的 成果 挙       A A A A 
施設の課題に対して改善する取組や提案があったか。 A A A A 
地域貢献、地域との連携についての具体的な取組があったか。 A A A A 
多様な団体と連携した具体的な取組があったか。 A A A A 

障がい者施設への発注などの社会貢献について具体的な取組があったか。 A A A A 

当該施設 管理運営 係 行政   （指定管理料    市業務 合理化 含 ）
の削減が図られたか。 

A A A A 

指定期間全体を通して
の評価（総括評価） 

・約 10 年間施設 指定管理 行    実績        会員  意思 疎通 良好 
 農村生活 改善 地域住民       活動 推進 目的    設置   施設    四季桜 
   協賛事業  大  活用     反面 新規利用者 開拓面        出       
ろがある。 

指定管理者 総括評価 適格 

年度評価 経過
平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

○ ○ ○ ○ 
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年度   管理運営評価

指定管理者 総括評価

豊田市指定管理者制度    

総括評価シート 

指定管理者名称 藤岡石畳地区地域づくり協議会 
施 設 名 称 豊田市石畳ふれあい広場 
施 設 所 在 地 豊田市石畳町池ノ平３１８番地１ 
指 定 期 間 平成２８年４月１日 令和３年３月３１日

施 設 設 置 目 的 

温泉   地域資源 活用   市民 交流 促進及 健康 増進 図 目的 
平成２０年４月 設置 
地域住民 誰       交流  憩  場   地域 潤         期待 
れている。

市予算課 地域振興部藤岡支所 

評価対象期間 平成３１年４月 令和２年３月

施設利用者数 状況

区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 
利用者総数 ５８，００５ ４６，９６４ ５１，７０６ ４８，６６１ 

管理運営経費 状況（当該施設 管理運営 係 豊田市 収支状況）
（単位 千円 端数四捨五入）

区 分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

市収入 
使用料 ３２８ ３２８ ３５２ ３７４ 
諸収入等 ３３ ３９ ６０ ５９ 

小計 ３６１ ３６７ ４１２ ４３３ 

市支出 
委託料 ７，６４８ ７，５９５ ８，３０６ ８，６４４ 

その他 ３８１ ３８１ ４５９ ２２８ 
小計 ８，０２９ ７，９７６ ８，７６５ ８，８７２ 

（経常）収支差額 ▲７，６６８ ▲７，６０９ ▲８，３５３ ▲８，４３９ 

 対前年比  ５９ ▲７４４ ▲８６ 

※ 市支出   臨時的 支出 除  経常的経費分   計上（修繕料 備品購入費等 含   ） 

区分 評価項目 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 

①
指
定
管
理
者
と
し
て
適

切
で
あ
る
こ
と

施設 設置目的及 指定管理者制度 趣旨    十分 理解  管理基準 従  
管理運営 適切 行       

Ｓ S Ｓ Ｓ 

関連法規 理解  法令遵守 確保       Ａ A Ａ Ａ 
安定的な人的基盤を有しているか。（人員配置の工夫、配置人員の資格、スタッフの資
質向上に関する取組） 

Ａ A Ａ Ａ 

     労働条件 適切  （雇用契約 労働時間 給与 各種保険手続 安全衛生
等） 

Ａ S S S 

②
適
正
な
管
理
運
営
に
関
す
る
取
組

施設の設置目的を果たせるような取組、施設の社会的価値（効果）を高めるような取組
 行       

Ｓ S Ｓ Ｓ 

施設（建物 設備 備品） 維持管理 適切 行  安全性及 良好 機能 保持 
なされていたか。 

（R1 年度  追加） A 

点検等   異常 認    場合 主体的 適切 処置（修繕 交換 調整等） 
講じられたか。 

（R1 年度  追加） A 

市  連絡調整 適時 適切 行       Ａ A Ａ Ａ 
日常 事故防止等 安全対策 適切 実施       Ｓ S Ｓ A 
防犯 防災対策等 危機管理体制 適切  Ａ A Ａ Ａ 
利用者 意見      改善 反映   等 利用者 満足度 高  取組 実施 
ているか。 

Ａ A Ａ Ａ 

利用者   苦情 適切 記録        苦情対応 状況 適切  Ａ A Ａ Ａ 
利用者  情報提供 案内（館内掲示 資料配布  ） 適切 行       Ａ A Ａ Ａ 
環境 配慮  管理運営 行       － － － －

③
そ
の
他
（
施
設
の
実
情
に
応
じ

た
取
組
等
）

施設の設置目的達成に関する自主事業の提案や具体的取組があったか。 Ｓ S Ｓ Ｓ 
利用者 増加 関  提案 具体的 成果 挙      Ｓ S Ｓ Ｓ 
施設の課題に対して改善する取組や提案があったか。 Ａ A Ａ Ａ 
地域貢献、地域との連携についての具体的な取組があったか。 Ａ A Ａ Ａ 
多様な団体と連携した具体的な取組があったか。 Ａ A Ａ Ａ 

障がい者施設への発注などの社会貢献について具体的な取組があったか。 Ａ A Ａ Ａ 

当該施設 管理運営 係 行政   （指定管理料    市業務 合理化 含 ）
の削減が図られたか。 

Ａ A Ａ Ａ 

指定期間全体を通して
の評価（総括評価） 

年間 50,000 人前後 利用   施設     関    利用者          皆無
    清潔  安全 適切 管理運営     指定管理者   地域 活動団体    施
設 設置目的 果      取組 施設 社会的価値（効果） 高     取組 行   

指定管理者 総括評価 適格 

年度評価 経過
平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

◎ ◎ ◎ ◎ 
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年度   管理運営評価

指定管理者 総括評価

豊田市指定管理者制度  

総括評価シート 

指定管理者名称 敷島自治区加塩町内会 
施 設 名 称 豊田市介護予防拠点施設 老人憩 家 あさひ荘 
施 設 所 在 地 豊田市加塩町日面 18 番地 
指 定 期 間 平成２８年４月１日 令和３年３月３１日

施 設 設 置 目 的 
高齢者の介護予防、レクリエーション活動等のための場を提供し、もって高齢者の 

心身の健康の増進を図る。 

市予算課 地域振興部 旭支所 

評価対象期間 平成２８年４月 令和２年３月

施設利用者数 状況

区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 
利用者総数 ６，１９０ ５，９７８ ５，５８５ ４，７０１ 

管理運営経費 状況（当該施設 管理運営 係 豊田市 収支状況）
（単位 千円 端数四捨五入）

区 分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

市収入 
使用料 １，９１３ １，８４３ １，７３２ １，４４３ 
諸収入等 ０ ０ ０ ０ 

小計 １，９１３ １，８４３ １，７３２ １，４４３ 

市支出 
委託料 ６，０６６ ６，３９６ ６，１２３ ６，３１６ 

その他 ２１８ １９６ ９７ １０９ 
小計 ６，２８４ ６，５９２ ６，２２０ ６，４２５ 

（経常）収支差額 ▲４，３７１ ▲４，７４９ ▲４，４８８ ▲４，９８２ 

 対前年比  ▲３７８ ２６１ ▲４９４ 

※ 市支出   臨時的 支出 除  経常的経費分   計上（修繕料 備品購入費等 含   ） 

区分 評価項目 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 

①
指
定
管
理
者
と
し
て
適

切
で
あ
る
こ
と

施設 設置目的及 指定管理者制度 趣旨    十分 理解  管理基準 従  
管理運営 適切 行       

A A A A 

関連法規 理解  法令遵守 確保        A A A A 
安定的な人的基盤を有しているか。（人員配置の工夫、配置人員の資格、スタッフの資
質向上に関する取組） 

S S S S 

     労働条件 適切  （雇用契約 労働時間 給与 各種保険手続 安全衛生
等） 

S S S S 

②
適
正
な
管
理
運
営
に
関
す
る
取
組

施設の設置目的を果たせるような取組、施設の社会的価値（効果）を高めるような取組
 行       

A A A A 

施設（建物 設備 備品） 維持管理 適切 行  安全性及 良好 機能 保持 
なされていたか。 

（R1 年度  追加） A 

点検等   異常 認    場合 主体的 適切 処置（修繕 交換 調整等） 
講じられたか。 

（R1 年度  追加） A 

市  連絡調整 適時 適切 行        A A A A 
日常 事故防止等 安全対策 適切 実施        A A A A 
防犯 防災対策等 危機管理体制 適切   A A A A 
利用者 意見      改善 反映   等 利用者 満足度 高  取組 実施 
ているか。 

A A A A 

利用者   苦情 適切 記録        苦情対応 状況 適切   A A A A 
利用者  情報提供 案内（館内掲示 資料配布  ） 適切 行        A A A A 
環境 配慮  管理運営 行        A A A A 

③
そ
の
他
（
施
設
の
実
情
に
応
じ

た
取
組
等
）

施設の設置目的達成に関する自主事業の提案や具体的取組があったか。 H30 より A A 
利用者 増加 関  提案 具体的 成果 挙       B B A A 
施設の課題に対して改善する取組や提案があったか。 A A A A 
地域貢献、地域との連携についての具体的な取組があったか。 B B A A 
多様な団体と連携した具体的な取組があったか。 A A A A 

障がい者施設への発注などの社会貢献について具体的な取組があったか。 H30 より A A 

当該施設 管理運営 係 行政   （指定管理料    市業務 合理化 含 ）
の削減が図られたか。 

B B A A 

指定期間全体を通して
の評価（総括評価） 

 利用者 地域住民（固定客） 大半 占     地域住民 レクリエーション活動の場として有効
活用       年間利用者数 減少傾向    
 市内  同様 施設 民間 温泉施設    利用者増 厳  面     適切 管理運営がな
されている。 

指定管理者 総括評価 適格 

年度評価 経過
平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

△ △ 〇 〇 
平成 30 年度   特段問題 無 通常 管理        評価 A      変更
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